
• 深層崩壊及び河道閉塞の現場を直接目にし、土砂災害の恐

ろしさを知ることができました。 

• 今回の研修で、現場で働く方には相当な苦労があることを

実感しました。 

• ドローンを操縦したのが、非常に楽しかった。 

• モノレールに乗って崩壊地をすぐ近くから観察でき、地質

学への関心が高まりました。 

【参加学生の感想】 

H30.8.20～24 

～紀伊山系砂防事務所～ 
「キャンプ砂防 2018 in 紀伊山系」 に参加！ 

 全国各地の大学生に、紀伊山系砂防事務所で実施している砂防事業

の工事現場見学や作業体験等を通して、管轄流域の現状や災害対応の

取り組みを学び、砂防事業の意義・役割について理解を深めてもらう

ことを目的に「キャンプ砂防2018in紀伊山系」を開催しました。今

回は8月20日～24日の5日間の行程で実施し、全国から5人の大学

生に体験していただきました。 

全国各地の大学生が 

【問い合わせ先】 
国土交通省 近畿地方整備局 
紀伊山系砂防事務所 工務課 
 〒637-0002 奈良県五條市三在町1681 
 TEL 0747-25-3111（代） 

日 時：平成３０年８月２０日（月）～８月２４日（金）   
場 所：紀伊山系砂防事務所管内 
 （赤谷 ⇒ 栗平⇒ 三越 ⇒ 那智川） 
参加者：日本各地の大学生 計５名 

深層崩壊箇所（赤谷地区） 

開講式（１日目） 深層崩壊現場演習（２日目） 技術者との座談会（２日目） 

砂防堰堤の設計演習（４日目） ドローン操縦体験（３日目） 地域の暮らし体験（３日目） 

報告会・閉講式（5日目） 

キャンプ砂防とは？ 
中山間地域の現状を実際に体験できる場を全国の学生に提供し、地域の抱える問題点、活性化の支援のあり方、防災対策のあり方を学び、中山間地
域における砂防の意義・役割を考えることを目的として、平成8年度より「キャンプ砂防」が実施されています。 


